
▼本町の将来人口の年齢区分別推計
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■ 「
田
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は

　
　

本
町
の
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、

人
口
に
関
す
る
町
民
の
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す

も
の
で
、
同
時
に
策
定
す
る
総
合
戦

略
の
施
策
を
企
画
立
案
す
る
う
え
で

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

■ 

人
口
の
現
状
分
析
（
国
勢
調
査
）

○
本
町
の
人
口

　

昭
和
30
年
合
併
当
時
１
万
６
５
７
９

人
で
、
そ
の
後
大
き
な
増
減
な
く
推

移
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年

の
１
万
６
７
４
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
と
な
り
、
平
成
22
年
度
で

１
万
５
９
８
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
然
動
態
の
推
移

　

近
年
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る

自
然
減
が
続
い
て
お
り
、
平
成
25
年

で
は 

89
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
合
計
特
殊
出
生
率

　

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も

の
数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
、
平

成
20
年
～
平
成
24
年
で
は
１
．
４
８

と
、県
の
１
．５
２
に
比
べ
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

○
社
会
動
態
の
推
移

　

平
成
20
年
以
降
、
転
出
が
転
入
を

上
回
る
社
会
減
が
続
い
て
お
り
、
平

成
25
年
は
57
人
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
大
学
進
学
や
就
職
に
よ

る
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
の
転
出

が
多
い
状
況
で
す
。

■ 

３
つ
の
基
本
的
視
点

　
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
３
つ
の
基
本

的
視
点
に
基
づ
き
総
合
戦
略
施
策
の
基

礎
と
し
て
い
ま
す
。

①
多
様
な
働
く
場
の
不
足
に
よ
る
若
年

層
の
流
出
を
止
め
る

②
出
生
率
の
低
迷
に
よ
る
継
続
的
な
人

口
減
少
の
流
れ
を
変
え
る

③
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
す
る

■ 

将
来
人
口
の
推
計

ア
国
の
人
口
推
計
で
は
、
田
布
施
町
は

平
成
72
年
に
９
１
２
３
人
ま
で
減
少

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
し
か
し
、
本
町
の
人
口
推
計
で
は
、

現
在
策
定
中
の
総
合
戦
略
に
掲
げ
る

施
策
の
効
果
を
見
込
み
、
合
計
特

殊
出
生
率
を
、
県
と
同
様
に
平
成
42

年
に
１
．
９
０
、
平
成
52
年
に
２
．

０
７
と
し
、
平
成
47
年
以
降
の
転
出

超
過
と
な
っ
て
い
る
年
代
の
転
出
数

を
ゼ
ロ
と
し
た
独
自
推
計
を
行
い
ま

地

方

創

生
シリーズ②

問
総
務
企
画
課  

企
画
係

　
☎
52
‐
５
８
０
３

６

総人口（人） 年齢別（人）

平成 22年 平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年 平成 42 年 平成 47 年 平成 52 年 平成 57 年 平成 62 年 平成 67 年 平成 72 年

総人口 0～ 14 歳 15～ 64歳 65 歳以上

9,295

8,357
7,874

7,472
7,170

6,798
6,269

5,965 5,883 5,958 6,041

2,100 2,012 1,836 1,737 1,688 1,667 1,699 1,734 1,748 1,714 1,692

15,986 15,507 14,973
14,363 13,730

13,090
12,635

12,243 11,907 11,599 11,314

4,584
5,138 5,263 5,155 4,872 4,624 4,667 4,544 4,276

3,928
3,582

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　

現
在
作
成
中
の
計
画
（
案
）
な
ど

を
公
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
。

ウ
こ
れ
に
よ
る
と
、本
町
の
人
口
は
、

ア
の
国
の
推
計
よ
り
約
２
２
０
０

人
多
い
１
万
１
０
０
０
人
以
上
の

人
口
維
持
が
図
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

次
回
は
総
合
戦
略
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
対
象
計
画（
案
）

・
第
５
次
田
布
施
町
総
合
計
画
（
後
期
）

基
本
計
画
（
案
）

・
田
布
施
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

・
田
布
施
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略（
案
）お
よ
び
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
案
）

◇
募
集
期
限　

９
月
30
日
（
水
）
必
着

◇
閲
覧
場
所　

町
役
場
総
務
企
画
課
・

各
公
民
館
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
提
出
方
法

　

提
出
さ
れ
る
文
書
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
総
務
企
画
課

へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

◇
提
出
先　

田
布
施
町
役
場  

総
務
企

画
課  

企
画
係
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■
第
２
回
委
員
会

　
　

８
月
17
日
（
月
）、
第
２
回
庁
舎
問
題
等

検
討
町
民
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

委
員
会
で
は
、前
回
提
案
さ
れ
た
３
案（
①

現
庁
舎
を
改
造
し
て
使
用
、
②
旧
田
布
施
工

業
高
校
の
本
館
を
利
活
用
し
て
移
転
、
③
新

築
）
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
方
針
に
つ
い
て

　
　

協
議
の
結
果
、
基
本
方
針
と
し
て
、
②
案

の
旧
田
布
施
工
業
高
校
の
本
館
を
利
活
用
す

る
案
（
配
置
・
敷
地
案
の
図
参
照
）
で
、
町

に
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
、
全

員
一
致
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

基
本
方
針
の
取
り
ま
と
め
の
際
に
、
次
の

提
言
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
提
言
・
要
望

・
現
庁
舎
の
平
屋
建
の
施
設
部
分
を
残
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
複

合
利
用
し
て
は

・
移
転
庁
舎
に
は
総
合
案
内
所
な
ど
を
設
置
し
て

ほ
し
い

・
庁
舎
移
転
案
に
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
を
追
加

し
て
ほ
し
い

・
少
し
で
も
、
将
来
へ
の
財
政
負
担
の
軽
減
を

し
て
ほ
し
い

・
移
転
庁
舎
内
外
に
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
手
す

り
・
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど

・
駐
車
場
と
な
る
現
グ
ラ
ン
ド
と
の
段
差
解
消

の
た
め
の
対
応
を

・
会
計
室
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
な
ど

　
　

そ
の
他
、
委
員
で
あ
る
山
口
銀
行
か
ら
、

今
後
の
維
持
管
理
ま
で
含
め
た
民
間
資
金
の

活
用
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

本庁舎役場を旧田布施工業高校本館に移転する方向で検討することとなりました。

第２回庁舎問題等検討町民委員会

■
敷
地
【
案
】（
旧
田
布
施
工
業
高
校
）

■配置【案】（旧田布施工業高校・本館棟）

※配置案・敷地案は、現在協議中で、
　今後変更になる場合があります。

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

山口県の総合支援学校
（高等部）が利用予定

７

     ↑
さくら橋

エ
レ
ベ
ー
タ
ー←　


